やしないので すから。』 

ほくろ 

黒子の 女 は 山 崎の 傍へ 寄って かう 云った。 

ま い 

『なんて 間が 好 いんで せう。』 

1 つし ろ 

と 云って 桃割れの 女 は 後 を 向いた。 

『ま、 ま、 ま。』 

『まあお 嬢さん。』 

二人の 女 は 笑 ひながら 赤い 顔 をして 下 を 向いた。 そ 

の 傍に 十四 五と 十二 三の 下 髪に した 二人の 娘 を 伴れ て 

立って 居た 老 紳士 はふい と 待合室の 方へ 歩み 去った。 

横 浜から 汽車が 着いて 改札口から 人って 来る 人々 は 皆 

あしばや すぢ かひ ゆ 

足早に 燕の やうに 筋 違に 歩いて 出口の 方 へ 行く。 



間 もあって よ。』 

『もう 三十 分に なりました よ。』 

ほくろ 

と 黒子の 女が 云った。 

『御 一緒に いらつ したら どうです か。 勝 間さん、 小つ 

ぼけな 宿屋です よ。』 

さ つき 

先刻から 何か考 へて 居る やうだった 山 崎が 云った。 

『僕 かい。』 

男 は 目 を 見張って かう 云った。 

『それが 一 ^いわねえ。 平 井さん。』 

桃 割の 女 ははし やいだ 声で かう 云 ふ。 

『さう です ね。』 



『 一 寸 法師が 居る から 妒 い。』 

かう 云って 桃 割の 女 は 千代 田 草履 を はたはたと 音 させ 

た。 

『汽車に 乗って 今 帰った ばかしなん ですから。』 

と 男の 云 ふの はほんの 口先 だけで あるら しい。 

『あなたが 行かな けり やつ まらない から 私 は 帰る わ。 

一緒に 帰り ませう。 山 崎さん と 平 井さん とで 行って 来 

ると 好い。』 〔# 「ヒ は 底本で は 「」 匕 

『まあ あんな こと を 云って いらっしゃる。 勝 間さん お 

決めなさい ましよ。』 



男が 其方へ 行かう とすると、 

さっき 

『およしな さいよ、 勝 間さん。 山 崎さん 先刻ので 買つ 

て 上げて 頂 載。』 

とお 嬢 様 は 口早に 云った。 〔# 「ご は 底本で は 脱落 U 

山 崎 は 目で 点頭いて 駆けて 行った。 平 井 は 其 跡 を 追つ 

もつ なんど 

て 行かう とした 拍子に、 手に 持た お 納戸のと ク リイ ム 

おと あから 

色のと 二 本の 傘 を 下に 落した。 顔 を 赤め て それ を 拾 

うしろ かゾ からだ 

はう とする 時に、 後から 来た 人 は 屈んだ 平 井の 身体 

を 押した ので ひょろひょろ とした。 

『ひど いこと。』 

と 云って、 平 井 は 立って 髪に 手 を やった。 



底本 ： 「東京 朝日 新聞」 朝日 新聞 東京 本社 

1912 (明治 化) 年 ー 月 ー 日 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 旧字 を 新字 

にあら ためました。 

※底本の 総 ルビ を、 パラ ルビに あらためました。 

※脱落が 疑われる、 『汽車に 乗って 今 帰った ばかしな 

ん ですから。』 の 後の 改行 を 補いました。 

入力 ： 武田秀 男 

校正 ： 門 田裕志 
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